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【年通号数】公開・登録公報2009-013
【出願番号】特願2008-537765(P2008-537765)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月26日(2009.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯組織の画像を取得する方法であって、
　（ａ）入射光を歯に当て、前記入射光で前記歯組織からの蛍光の発生を励起するステッ
プと、
　（ｂ）前記発生された蛍光から蛍光画像データを取得するステップと、
　（ｃ）後方散乱光から、前記歯組織からの後方散乱反射率画像データを取得するステッ
プと、
　（ｄ）前記蛍光および後方散乱反射率画像データを複合させて、前記歯組織の改善され
た画像を生成するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　歯の画像を取得する方法であって、
　（ａ）前記歯に第一の分光領域を有する第一の入射光を当て、前記入射光により前記歯
から前記第一の分光領域の外の波長を有する蛍光を発生させるステップと、
　（ｂ）前記発生された蛍光から蛍光画像データを取得するステップと、
　（ｃ）前記歯に、前記第一の分光領域と同じでない第二の分光領域を有する第二の入射
光を当てるステップと、
　（ｄ）前記第二の分光領域の後方散乱光から、前記歯からの後方散乱反射率画像データ
を取得するステップと、
　（ｅ）前記蛍光および後方散乱反射率画像データを複合させて、前記歯の前記画像を生
成するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　歯の画像を取得する装置であって、
　（ａ）第一の波長領域で前記歯に入射光を当て、前記入射光で前記歯の、前記第一の波
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長領域外の波長を有する蛍光応答を励起する光源と、
　（ｂ）前記歯に第一の偏光状態を有する前記光源からの入射光を当て、第二の偏光状態
を有する前記歯からの画像担持光をカメラに当てて、蛍光画像と反射率画像を取得するた
めに設置され、前記第二の偏光状態が前記第一の偏光状態に直交するようにする偏光ビー
ムスプリッタと、
　（ｃ）前記カメラから得られた画像データを処理し、蛍光画像データと反射率画像デー
タを複合させ、表示画像を生成するイメージプロセッサと、
　（ｄ）前記得られた表示画像を表示するためのディスプレイと、
を備えることを特徴とする装置。
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